
日

開
く

＜
 

廿

二

日

ダ

ム一
行

水
没
者
と

＜
 

廿

日

た
め
来
場

メ
ー
ト
ル
法
推
進
に
つ

い
て
商
工
会
代
表
者
会

を
開
く

誠
来
場
肱
川
地

す
る

を
し

日
八
日

八
日

四
日

六
日

開
く

二
日

を

十
七
日

七
月

十
五
日

S‘ 

＜
 

六
月
十
二
日

を
開
く

パ
ラ
チ
フ
ス
予
防

接
種
本
日
よ
り
開
始

消
防
団
分
団
長
会
を

開
く

土
ギ
目

来

六
月
廿
六
日
日
本
脳
炎
予
防
接
種

廿
七
日
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

冊

日

中

一七
月
八
日
定
例
村
諮
会
を
い
て
次
の
事
件
を

一
、
昭
和
三
十
二
年
度
井
氾
災
害
特
別
会
計

に
つ
い
て

小
団
地
開
発
整
備
事
業
施
行
に
つ
い
て

肱
川
村
工
事
執
行
条
例
中
一
部
改
正
に
つ
い
て

肱
川
村
税
条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

．．  

、、、

のし

阿

の

六

例

村

を．

開

く

＂．げ~

ー s g.. 7。20

肱川村役

発 行

場

' 

`̀ 

こ
の
不
況
対
策
に
、
経

う
こ
と
を
目
標
に

で
あ
る

＜
 

ヽ

一
幸

図

z

市

化

に

と

も

い

『

糸

、

夏

秋

蚕

一

如

を
決
定
し
た
。

こ
の
た
め
、
養
蚕
に
対
す
る
不
安

高
ま
つ
て
お
る
が
、
去
る
県
会
で
知

が
答
え
て
お
る
よ
う
に
喝
県
は
、
こ
の

五
カ
年
計
画
を
あ
く
迄
も
や
る
方
針
で

あ
る
が
｀
そ
の
理
由
簡
単
に
か
け
な
い

の
で
省
略
し
ま
す
が
、
現
在
程
度
の
生

産
額
は
政
府
の
施
策
と
、
市
場
開
拓
の

方
法
如
何
で
は
問
題
で
は
な
い
。
価
格

低
下
は
、
何
も
養
蚕
に
限
っ
た
こ
と
で

は
な
い
。
養
蚕
、
畜
産
、
そ
の
他
の
一

切
の
も
の
が
、
低
価
格
傾
向
に
あ
る
限

見
如
何
に
、
経
費
少
く
良
い
物
を
作

る
か
と
言
う
、
目
標
の
解
決
を
迫
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。
老
廃
桑
園
の
更
新
｀

技
術
の
向
上
等
色
々
の
問
題
の
解
決
な

し
に
新
し
い
作
物
を
入
る
こ
と
を
考
え

る
こ
と
で
は
見
透
し
は
明
る
く
な
ら
ぬ

で
し
よ
う
。

養
連
で
も
、

の

記

゜
四
、
七

0

一
九
五

0

一
八
、
八

0

三、五
0

日

部

落

長

に

し

て
渡
し
ま
す
。
旧
受
診
証
と
引

換
に
て
受
取
る
こ
と
。
若
し

受
診
証
粉
．
、
の
方
は
粉
失
届

提
出
し
て
受
取
る
こ
と
。

旧
受
診
証
使
用
期
限
は
七
月

十
一
日
ま
で
a

新
受
診
丘

囲
始
は
八
月
一
日
よ
り
。

蚕
五
カ

計

画

ー

ト

ル

施

ま

で

県
下
各
地
に
メ
ー
ト
ル
法

ぎ
が
活
澄
に
な
っ
て
お
互

商
工
会
で
も
喝
去
る

に
業
種
別
代
表
者
が

結
果
、
八
月
一
日
よ

法

で

の

取

引

る

め

る

こ

の

七
月
一
日
付
で

擦
三
七
五
俵
の

麦
の
凶
作
、
作
付
期
の
天

家
の
表
情
は
暗
く
、
こ
の
確
保
は

で
あ
ろ
う
と
関
係
者
は
見
て
い
る

米
価
の
決
定
を
め
ぐ
る
論
議
で
も

る
よ
う
に
、
現
在
の
予
約
制
を
も

し
た
、
米
の
統
制
は
、
全
く
駁
家

f

米
価
維
持
の
色
合
い
の
強
い
も

、
炭
家
自
ら
が
、
こ
の
制
度
を
く

こ
と
は
、
農
家
経
済
に
及
す
色
々

に

影

。

俣

家

は

積

極

的

に

制

度

し

、

殷

産

物

価

格

低

止

の

の

防

波

提

で

あ

る

。

米

の

維

る

必

要

が

あ

る

と

し

て

、

及

、

売

渡

し

(

を

図

り

こ

の

確

保

す

べ

1

で
殷

め
て
お
る
。

゜゜

疇̂.,＜ 

ッ 分

値

七

況

ー
三

新
槌
振
i
ば

は

、

第

一
次
調
査
を
実
中
で
あ

る
が
、
臨
家
の
か
ん
心
も

日
を
追
つ
て
高
ま
り
つ

4

あ
る
。ス

タ
ノ
オ
、
上
サ
ガ
ヤ

中
居
谷
、
で
は
部
落
集
会

を
利
用
し
て
、
事
務
局
貝

を
呼
び
研
究
会
を
開
催
し

た
が
、
八
方
ふ
さ
が
り
の

家
の
経
営
改
善
の
た
め
｀
殷
家

目
身
が
本
気
に
な
っ
て
考
え
よ
う

と
言
う
意
見
が
強
か
っ
た
。

な
お
、
大
谷
で
は
七
ロ

地
区
内
部
盆
が
集
合
、

い
を
し
た
。

（
六
月
二

0
日
）
よ
り

次
の
通
り

#
＃
#
＃
＂
井
＃
＂
＃
＃
＃
＂
社
＂
社
＂
＃
丑
＂
丑
＂
＃
靡
＃
＃
＃
＃
社
"
#
"
#
＃
#

＃

．

北

＂

社

“

0

汗

＃

り

＃

＂

社

＂

北

＂

＃

；

＃

 

丑

＂

ん

井

＃
 

#

#

 

メ

ー

ト

Jレ

全

来

り

二
二
、

0

0 なりました。

り

豚の人工授精を開始

喜多畜連では当地方の豚の改良を図る

て｀豚の人口授精を始めることに

。
大洲局 ff I/. 0番

さい
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男三
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0
 

‘
―
二
ニ
人

、
七
九
七
人

九
一
九
人

紹必

究OJ

？ふ？

て
い

さ
い
。
今

の

様

の

管

ほ

慎

直

に

す

直
射
日
光
の
当
る
所
へ

余
分
に
掛
け
る
か

に
立
て

4
蔭
を
作

二
、
三
年
以
上

検
し
て
直
射
日
光

蒸
発
を
防
ぐ
よ
う

。
そ
う
す
る
事
ぢ

る
施
肥
の
役

秋
子
の
出
茸

も
の
で

ス

こ

の

三

年

五

月

三

一

日

現

在

の

昭

の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

中

田川

光

二
年
度

の

を
’• 

し
た

田

税

納

成

鸞
？

，．  

i' 

゜
を

み、
1

應中
0

死

亡

口田

ま

つ

，
 

、。t 
'
も
っ
と
も
、
夏
を
暑

い
よ
う
だ

の
れ
ば
こ

と
の
心
快

8

い
や
す

ロ
で
は
の

い

ろ

ん

な

で

ヽ
過
し
、
楽
し
い

大
切
な

ひ
ど
い
か
ら
つ
ゆ
に
晨
家
が
随
分
と

ま
さ
れ
た
あ
と
、
猛
烈
な
暑
気
が
お

そ
つ
て
き
た
。
総
繁
期
で
疲
訊
た
あ
と

の

に

こ

た

え

る

。

し
て
｀
あ
わ
て

た

上

L

心
を

、0
¥
v
 

ノ

・
ー
~
．

の
事

中さ
氏に学れ
に‘卓て

球 い
男た

をパ 女 の


